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海を渡って来たショウロ

兵庫県加古川市は，神戸市と姫路市の問で少し

姫路寄りに位置する人口26万人の都市です。瀬戸

内海に面してはいますが，埋立てられて自然の海

岸線はありません。市内を南北に兵庫県最長の川

である加古川が流れ，その東側に日岡山公園があ

ります。整備された庭園やスポーツ施設，雑木林

に被われた小高い丘からなる公園です。春になる

と，その公園の一角でショウロを見る事が出来ま

す。実はショウロとは言っても，真のショウロ

月あた0す聯〝和みβ∫Cgのぶではなく，且0みSC〝和ぎ（以

後オプスクルス）と呼ばれている直径1～3cm

のショウロの一種なのですが……。

そのオプスクルスに初めて出合ったのは2年前

の春です。テーダマツという北米原産の松の周り

に，たくさんの小石をバラまいたように生えてい

ました。私はショウロというキノコは，海岸の黒

松林で砂を掻いて採集するものだと思っていたの

で，地上で，それもかなり固い土の上に生えてい

るそのキノコを見た時，すぐにはショウロの一種

だとわかりませんでした。よくお世話になってい

る吉見先生にサンプルをお送りし，同定していた

だいた結果，オプスクルスである事がわかったの

です。

『吾輩はオプスクルスである。和名はまだ無

い。』それもそのはず，どうやらこのキノコは，

テーダマツといっしょに海を渡って来たらしいの

です。このキノコは，広い北米大陸のどのあたり

から来たのだろう。アラスカ？カナダ？それとも

アメリカのロッキー山脈の奥？まさかメキシコで

2

小村崎　誠　嘉

はなかろう，などとかってに想像しています。運

悪く寄生した苗木が日本行きだったのか，植物検

疫（あるかどうか知りませんが）を無事に通過し，

今この公園にテーダマツと共にしっかりと根をお

ろしています。もう，日岡山公園のキノコ仲間の

立派なメンバーになっているのです。

キノコの本には，ヒトヨタケもコガネキヌカラ

カサタケも，外国から来たキノコだと書いてあり

ました。どちらも，6月頃から10月頃にかけて，

道端や街路樹の根元などでごく普通に見かけま

す。和名もそれぞれ風流な名前，ハデな名前を付

けてもらいとても恵まれています。ほかにもたく

さん外国から来たキノコはあるでしょうが，これ

ら二つのキノコは，日本のキノコ界での成功例で

はないでしょうか。

その一方で住処を追われ，姿を消していくキノ

コがあるのも事実です。祖母が生前「昔は（明治

の終り頃か）加古川付近の海岸には大きなクロマ

ツ林があって，春になると＊ショウロ狩りを楽し

む事が出来た。」と語っていました。今では開発

され，クロマツ林は姿を消し，その残骸とも言え

る浜の宮公園があるだけです。公園全体が砂地の

クロマツ林になっており，一見ショウロの絶好の

ポイントのようです。しかし，砂を掘ってみると

出てくるのは犬のフンばかり，ショウロはほとん

ど絶滅状態です。

同じショウロの仲間でありながら，全ったく違

った運命をたどっている二つのキノコ，加古川市

のショウロは且γ〟∂g∫Cg〝Sから且0鮎C〟γ㍑ざへバト

ンタッチされようとしているのでしょうか。オプ

スクルスがその性質上，公園から抜け出してヒト

ヨタケや，コガネキヌカラカサタケのような大成

功を収める事は期待できません。しかし，公園内

でどんどん広がって，やがて加古川市のあたりで

ショウロといえば，オプスクルスの事を指すとい

った時代が，もし来るとしたら，うれしいような

淋しいような気がします。

＊以前一度だけショウロを採集し，吉見先生に∴R

γ〟∂gSCg朋であると同定していただいた事があります。



森本養菌園の歴史と現在（1）

マイタケ，シイタケ，ヒラタケにキクラゲ，タ

モギタケやブナシメジ，ナメコにヤナギマツタケ

‥‥まだまだある。八百屋や，スーパー，デパー

トの食料品売場には，年中沢山の，新鮮なきの

こが，きれいにパックされて並んでいる。これら

は，みんな人工栽培のきのこである。そして，種

類も豊富で味も形も色とりどりである。京都のあ

るス一一ノぺ一には，「きのこコーナー」が設置され

ている食料品売場があり，11種類ものいろいろな

きのこが，ボリュームた／）ぶりに陳列されていた。

近年のダイェット食品ブームもあり，ヘルシーな

きのこは，子供から老人まで，幅広い人気を得て

いるようだ。最近では，いろいろな雑誌できのこ

が特集されたり，テレビでも特番が増え，コマー

写真1北人路ビブレ（京都）のキノコ売場

写貞2　マッシュノし－ム
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1996年3月16日　京都，伏見桃山

園主，森本　肇氏に聞く

取材　編　　集　　部

シャルも新らしいものが次々に登場している。誠

に善こぼしいことである。

ところで，このように沢山の，いろいろなきの

こが，安価で，しかも一年中食べられるようにな

るには，多くの人達の血のにじむような努力と，

大変な苦労があったのである。その中でも，「日

本におけるきのこの人工栽培は，現在，森本彦三

郎という地下の菌糸から，豊富な養分を供給され

つつ発展している。」（森の妖精より）と語られる

人物が，今日のきのこ栽培事業の幕開けの役目を

果したのである。

日本で最初の，マッシュルーム栽培に成功し，

森本養薗園
京都伏見桃山水野左近来町∵京阪丹波橋下申電話（075）601－1278番

本物①　和洋料理の葉



マッシュルームの栽培
マッシュルームと言えは、もともと欧米のものでしたが、その消冊は佳日ノ」で近隼端々増加し、この歳

増は非常に将来性があります。日本でのマッシュルーム栽培の元祖は当園で、初代閲土（森本彦三郎）
は明治38年（1聞5年）に渡来して、マッシュルーム栽増の秘架技術研究のため、前後15咋lH米国各地を

馴】】伐察し、また米回のマソシュルーム栽培のrt」心地であるフイラデ′レフイつ′で失地について研究後、

さらに渡欧してフランスのパリにあるミュジアム大学の世別的蘭学者Cost三m山一教授およびHardi叩

氏斗二ついて胞子培養法を学び、大正9年（1920年）帰国後、射紅の地にわが国最初の完備した栽培場を

建設し、てソシュルーム栽培の第一声をあげました。以来技術の習得に集るものの数は数百人に達し、
ついに1坪（3．311了）当り60kgのキノコを収穫した優秀技術者も出現しました。

マッシュルーム栽培の適期としては、春栽培と秋栽培があります。春栽培は1月頃に推肥を準備し春

にキノコを採取しますが、秋栽培憬7ノ】卯こ準備して秋に採取します。栽培に使川する推肥としては厩

肥、合成椎肥などがありますが、厩肥の場合は敷ワラと馬糞が7’3の割合のものが理想的で、これを

適当に散水しながら4～6日毎に5～6回切り返すと適勲椎肥か出来ます。合成推肥の場合は、稲ワラ
に石灰ちっ奈、尿素、硫安、過リン酸石灰などを適時に加え、適当に散水を行ない過熱推肥を作ります

その後この推肥を栽培室へ入れ、後発酵（昧温が2～3［川145℃以上になるように保っ）を行ない、

その後味温か24～25℃まで降下すれば種菌を接排します。そうして沫内を21～24℃に保っと2～3運用り

後に菌糸が棟内に蔓延し珠表面に現われてくるのでその卯こ覆」二を行ないます。確二l二川の二卜は埴壌土で

清浄なものを用います。

覆土の大部分に菌糸が蔓延すれば、室温を徐々に下げ15～17℃位に保っと、接種後30～40日位でキノ
コは発生し始め、7～10日の周期で発生が繰り返され、普通の栽増では3～4カ月＝川父碓できます。収

穫量は普通30～40kg（1坪当り）です。キノコの収穫が終った焼成は肥料効果が優れているので推肥の

代用に使用出来ます。なお、マッシュルーム栽培の参考書としては、「マッシュルーム」（森本養蘭聞

農学博士浦山隆司著、農山漁村文化協会発行）を推奨します。

栽　培　の　手　順

①推肥材料の準備 

②推肥材料の積み込み 

③推肥の切り返し 

④床　　入　　　れ 

⑤後発酵（再発酵） 

⑥接種（菌の植え付け） 

⑦覆土（床土入れ） 

⑧栽培床管理 

⑨収　樺（採取） 

⑲廃床処理 

所要期間

夏　20～25日

冬　25～30日

3～7［」

20～25日

合成推肥の造成手順
（点線内は春作の場合）

第5回切り返し

床　　入　　れ

6～7日

5～6日

5～6日二

5～6日‡

5～6日；

4～5日：

本物②－A　マッシュルームの栽培

また『鋸屑栽培法』によるきのこの人工栽培の発　かけた，波乱の生涯を，『森の妖精－キノコ栽培

明者として知られる『森本彦三郎』とは，いった　の父・森本彦三郎－』，（吉見昭一著，1979年4月，

い・どんな人物だったのだろうか。今に残る栽培　倍成社）から抜粋して紹介する。くわしくは，『森

場の様子を紹介する前に，きのこ栽培一筋に命を　　の妖精』を，ご一読下さい。

¶　4　－



森　の　妖　精
【一一一キノコ栽培の父・森本彦三郎肝一

昔見昭一
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傭成社

『おがくず（鋸屑）人工栽培』の発明者

森本彦三郎

〈日本のマッシュルーム人工栽培の先覚者〉

「西洋マツタケは，いかがですかノ日本で初め

て出来た，おいしい西洋マツタケですよ．／」1923

年（大正12年）11月3日の明治節（現在の文化の

日）の目に，参拝者で一杯の京都の伏見にある桃

山御陵（明治天皇の御霊を，お祭りした所で，明

治節の日には沢山の人々が参拝に集まる。）の参

道に一人の女性の声がひびいた。その女性は，乳

母車に積み込んだ一箱50銭のきのこを売ろうと，

群衆に向って，呼びかけ続けた。しかし，一日中

立ちつくしても売れたのはたったの一箱であっ

た。その『西洋マツタケ』が，きのこ栽培の先人

として知られる森本彦三郎氏が，日本で初めて人

工栽培したマッシュルームであった。そして宣伝

販売の為に『フランスマツタケ・和洋料理の葉』

ポケット版のパンフレットを作り，町かどに立っ

て勇気ある直接販売にのりだしたのが，妻の英代

さんであった。

こうして，初めて日本の市場に，マッシュルー

ムが商品となって出てきたのである。

森本彦三郎氏の足跡

森本彦三郎は，1886年（明治19年）和歌山県に

写真3　第一栽培舎

写真4　作　　業　　場

生まれ，1904年（明治37年）県立和歌山中学校（現

在の高等学校）を卒業した。その後，18才で単身

アメリカに渡り，苦労しながら，きのこ栽培の研

究を続けた。現在は飛行機でひとねむりしている

間にアメリカに着くが，当時は，船で一ケ月以上

も波にゆられての長旅であった。現地では，日本

人は「ジャップ」などと呼ばれ，楽しい生活では

なかったようだ。そんな折，食堂で働いていた頃

に出会った，東京の帝国ホテル支配人と，彦三郎

が汽車の中で倒れた折に助けてもらった，シカゴ

大学に留学中の松本魂一先生との運命の出会いが

あった。その二人のおかげで，森本彦三郎は，マ

ッシュルーム栽培の世界的権威者であるダガー博

士の教えを受けることが出来たのである。それは

劇的な人生の出会いだった。そして，マッシュルー

ムの栽培で歴史上最も古くて伝統のある，フラン

スの栽培方法を身につける為に，ヨーロッパに渡

ることになった。1921年（大正10年）1月のこと

であった。

18才で単身アメリカに渡ってから17年間，生活

をするだけでも苦しい時代に，彼はアメリカや

ヨーロッパの各地をわたり歩き，マッシュルーム

栽培実習の生活を送った。そして，企業秘密とし

6　－



たれ人に穿毒消　　　方けあの穴

マッシュルーム栽培室

本物②一B　ェノ　キタ　ケ人工栽培
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，
十
く
ね
ん
‘

■
森
本
痘
三
郎
噸
年
譜

四五六七八

四
三

四
四

四
五

四
六

四
七

美
代
、
和
歌
山
実
科
女
学
校
入
学
。

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
卒
業
。
つ
づ
い
て
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
適
作
教
育
を
う

け
な
が
ら
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
栽
培
の
実
験
と
は
じ
め
る
。

美
代
、
和
歌
山
実
科
女
学
校
と
卒
業
。

ア
メ
リ
カ
で
農
肝
を
F
い
入
れ
る
。

実
験
小
屋
で
は
じ
め
て
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
発
生
を
み
る
。

郷
里
和
歌
山
に
か
え
っ
て
美
代
と
結
婚
す
る
。

憂
美
代
と
と
も
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
わ
た
る
。

長
男
肇
疾
生
。

次
男
具
蘇
生
。

三
女
富
子
誕
生
。

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
か
ん
始
め
の
輸
出
が
実
規
す
る
。

旧
歪
の
ト
ン
ネ
ル
で
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
栽
培
と
計
画
す
る
。

キ
ノ
コ
の
人
工
栽
培
に
関
す
る
解
説
書
（
二
冊
）
を
刊
行
す
る
．

日
本
シ
ャ
ン
ピ
ニ
オ
ン
会
社
（
資
本
章
一
十
万
円
）
を
股
立
す
る
。

同
会
社
の
経
営
が
苦
し
く
な
る
。

五
月
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
お
が
く
す
人
工
栽
培
に
成
功
。
ヒ
ラ
タ
ケ
、
ナ
メ
コ
．

ヌ
メ
リ
ス
ギ
タ
ケ
、
マ
イ
タ
ケ
の
種
画
法
、
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
の
栽
培
に
成
功
。

六
月
、
日
本
シ
ャ
ン
ピ
ニ
オ
ン
会
社
が
倒
産
。
五
万
円
の
借
財
七
か
か
え
る
。

中
四
、
上
海
に
わ
た
り
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
栽
培
を
お
こ
な
う
。

三
月
、
宮
内
省
生
物
学
学
問
所
に
人
工
栽
培
し
た
エ
ノ
キ
タ
ケ
セ
献
上
す
る
。

父
音
∧
死
去
一

ナ
メ
コ
の
お
が
く
す
栽
培
に
成
功
。

ナ
メ
コ
の
か
ん
給
わ
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
方
面
へ
輸
出
。

ナ
メ
コ
栽
培
、
ア
メ
リ
カ
の
特
肝
と
う
げ
ろ
．

五
月
・
中
田
へ
耶
勘
の
研
究
に
お
も
む
く
。
十
二
月
・
ハ
ワ
イ
に
渡
り
・
隋
析
・

栽
培
実
習
の
指
導
を
お
こ
な
う
。

六
月
、
再
び
中
国
へ
芸
の
研
究
に
お
も
む
く
．

十
一
月
、
ア
メ
リ
カ
へ
旅
情
と
研
究
に
お
も
む
く
。

四
月
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
鵬
醜
。

「
金
田
食
用
耳
連
合
会
」
廠
間
と
な
る
。

「
草
薮
人
工
増
等
」
の
発
明
で
帝
国
発
明
功
労
穀
彫
金
の
名
嘉
を
受

け
る
。
張
家
口
へ
オ
エ
フ
ス
ベ
の
研
究
に
お
も
む
く
．

書

q

一

t
関
東
大
館
災
お
こ
も
。

ア
メ
リ
カ
排
日
移
民
法
成
立
。

大
正
天
皇
朋
御
。

金
融
大
恐
慌
お
こ
ろ
。

衆
訊
院
晩
貝
普
通
蓮
華
失
施

済
南
騨
件
お
こ
ろ
。

野
口
英
世
が
死
ぬ
。

世
界
大
恐
慌
。
失
業
者
が
ふ
え
、

農
民
が
苦
し
む
。

農
村
恐
慌
沫
利
化
す
る
．

伏
見
市
が
京
都
市
に
編
入
さ
れ
る
。

粥
州
割
安
お
こ
ろ
。

上
海
寧
変
お
こ
る
。

調
川
四
が
独
立
す
る
．

ヒ
ー
ラ
ー
、
ド
イ
ツ
の
政
種
を
と

る。日
本
、
国
際
迎
製
を
脱
退
す
る
。

室
戸
台
風
で
京
都
に
被
害
甚
大
。

ハ
ワ
イ
で
移
民
五
〇
年
紀
念
式
。

二
・
二
六
事
件
お
こ
ろ
。

日
独
防
共
協
定
が
成
立
す
る
．

ア
メ
リ
カ
、
サ
ン
ノ
ゼ
日
本
人
会
よ
り
表
彰
を
受
け
る
。

長
女
首
合
子
誕
生
。

美
代
夫
人
、
三
人
の
チ
ビ
も
と
つ
れ
て
帰
四
。

六
月
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
の
農
場
を
売
り
払
い
、
マ
，
シ
ュ
ル
ー
ム
栽
培
場

の
見
学
、
研
究
を
か
さ
ね
な
が
ら
米
大
陸
を
縦
断
、
コ
ー
！
テ
ス
ビ
ル
で
六
か
月

間
栽
培
研
究
を
お
こ
な
う
。

次
女
行
子
誕
生
。

ヨ
ー
ロ
ブ
．
ハ
に
わ
た
り
見
学
と
研
究
を
お
こ
な
い
、
六
月
、
日
本
へ
帰
国
。

京
都
府
紀
伊
耶
掘
内
村
に
栽
培
含
、
住
居
と
建
て
る
。
こ
の
載
椅
食
で
三
月
ご

ろ
日
本
セ
は
じ
め
て
の
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
発
生
を
み
る
。

三
男
輝
彦
誕
生
。

移
民
に
つ
い
て
の
日
米
紳
士
協
衰
〓

が
成
立
す
る
。

伊
藤
博
文
暗
殺
さ
れ
る
。

明
治
天
皇
崩
御
。

琵
琶
湖
節
水
第
二
工
事
竣
工
。

第
一
次
世
界
大
戦
お
こ
ろ
。

野
口
英
世
帰
国
。

書
目
漱
石
死
す
。

ロ
シ
ア
羊
命
。
　
（
ソ
ビ
エ
ト
社
会

主
厳
共
和
国
連
邦
誕
生
。
）

ア
メ
リ
カ
で
日
本
人
排
斥
連
動
お

ころ。
米
価
が
高
騰
し
、
各
地
に
米
擬
鮎

お
こ
る
。

第
一
次
世
恵
大
戦
お
わ
る
。

わ
が
四
最
初
の
メ
ー
デ
ー
が
上
野

公
園
で
お
こ
な
わ
れ
る
。

国
際
連
盟
が
成
立
す
る
。

ワ
シ
ン
ー
ン
平
和
会
綴
。

五
二
寧
野
砲
二
十
二
迎
薩
た
入
営
す
る
。

上
梅
、
香
推
．
斬
天
で
マ
，
シ
さ
ん
－
ム
栽
培
を
は
じ
め
る
．

鬱
、
除
隊
し
て
京
に
帰
る
。

敬
、
召
集
を
う
け
る
。

八
月
、
斬
首
へ
お
も
む
く
．

騎
兵
隊
解
消
に
上
る
馬
ふ
ん
入
手
難
で
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
栽
培
を
中
止
。

軒
、
復
員
す
る
。
わ
ず
か
な
が
ら
エ
ノ
キ
タ
ケ
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
栽
培
を
お

こ
な
う
。

十
月
、
紀
ノ
四
度
よ
り
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
　
（
進
駐
軍
用
）
の
注
文
を
う
け
る
。

栽
培
合
で
負
傷
事
故
に
あ
い
、
そ
れ
が
原
因
で
十
二
月
十
六
日
死
去
。

日
揮
那
賀
お
こ
ろ
。

日
独
伊
頼
共
協
定
が
成
立
す
る
。

郡
二
次
伊
那
大
槻
は
じ
ま
る
。

食
粒
の
銃
剛
が
き
び
し
く
な
る
。

太
平
洋
峨
争
に
は
い
る
。

野
菜
載
録
別
製
施
さ
れ
る
。

エ
囁
、
農
村
に
学
徒
の
勤
労
動
員

が
は
じ
ま
る
。

学
東
和
闘
は
じ
ま
る
。

米
軍
の
日
本
本
土
燥
製
開
始
。

第
二
次
世
界
大
槻
終
る
。

日
本
国
懲
汝
が
公
布
さ
れ
る
。

食
粒
粒
つ
づ
く
。

油
川
秀
樹
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
脳

を
受
倣
。



一■　（J、．　　　－へ．　　ヽ　　　■－1　■■．　　－．■－＿．■　＿－．．．、＿●　．●
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マッシュルームの畝式栽培（畦床） 
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コピー④　畝　式　栽　培

－　8

t otとの11んしゆIへん　　　　　　　　　　　り千く丁

森本農園周辺の京都市の略図（昭和7年ごろ）

コピー⑤　森本農園略図

て，決して教えてくれないきのこの栽培法を，労

働しながら苦労と努力を重ね，全身で覚えていっ

たのである。そうしてついに，マッシュルーム栽

培の最新知識と，技術を身に付けて，1921年（大

正10年）6月，日本に帰って来たのである。

帰国後彼は，両親と兄滝三郎の協力を得て，和

歌山の実家の納屋で，イギリスやフランスで行っ

ていた屋内栽培を試してみた。それは，ヨーロッ

パで行なわれていた『畝式栽培方法』で，せまい

場所で沢山のマッシュルーム栽培が出来るという

利点のある方法であった。そして，翌年の1922年

（大正11年）10月，日本で初めての真白い，真珠

のようなマッシュルームが，むくむくと発生した

のである。それは日本産マッシュルームの，第一

号であると共に，『畝式栽培法』が見事に成功し

た瞬間でもあった。その直後，弟の広一の手配で，

現在の京都の伏見の地に，念願の栽培舎を建てる

ことになった。（これが後に森本養菌園となる）

1922年（大正11年）のことであった。

アメリカやヨーロッパの各国で見た栽培舎は三

段であった，彼はそれを参考にし，収量を増しコ

ストを下げる為に，二倍の六段にしたのである。

それは，すでに帰国の船中で考え，設計図まで作

コピー⑥ 洋　松　茸西



コピー・ヱ・栽培舎の設計図

りあげていたのだった。また，その栽培舎は，赤

レンガより安い窯レンガを使い，経費を節約した。

そして表札は，当時，森本栽培園とし，『西洋松

茸』と書いた大きな看板を作り，珍しいマッシュ

′レームの絵も描いてあった。アメリカではマッシ

ュ′L－∵ム，フランスではシャンピニオン，そして

日本では，西洋マツタケの名を使った最初である。

その後も，苦労を重ねながら栽培に成功する一

万で，数々の失敗から得た教訓を生かして，『西

洋マツタケ多収穫秘訣九ヶ条』を発表した。その

後作業部屋を作り，収穫したマッシュルームの選

別や箱詰め，また，夏場は種菌の製造部屋にし，

殺菌装置や蒸気がまが置かれた。また作業部屋の

南側にある地下室を，マッシュルームの研究室と

した。フランスで教えられた，純粋培養の管ぴん

や培養ぴん，樺菌ぴん等々の研究に必要な各種の

－　9

写真5　地下の研究室　肇氏

写真6　地下の研究室

写真7　赤レンガ，第二栽培舎

写貞8　第二栽培舎の前で



ぴんや，自分で考案した機器を使って，いろいろ

な研究を続けていった。その頃の彦三郎の種菌研

究は，レンガ状の板になった種菌（ブリックスボ

ン），ぴん詰種菌，試験管種菌，わらで出来た種

菌等，フランス製，アメリカ製，自家製（つまり

日本製である）での数々の実験があり，その記録

が残っている。

マッシュルームの収穫も順調にのび，都会のレ

ストランやホテルに販路が拡がった。また，学者

などにも知れるようになった。マッシュルームの

料理法，栽培方法の説明などの広報活動も開始し，
一年後の1923年（大正12年）5月，今度は赤レン

ガ造りの第二栽培会が完成した。いよいよ販売

ルートを開拓する事になるが，なかなか世間の人

達に認知してもらえずに妻の英代さんが勇気ある

街頭直販の努力を始めた。親，兄弟，身内総出で

八万手を尽くし販路の確保に努めた。その内に，

京都市内は知人の南薬局のご主人，南繁造氏が，

東京は恩人である帝国ホテルの支配人が，それぞ

れ手配したおかげで，各地のレストランやホテル

に販路が拡がった。また，大阪の板谷義三氏がマ

ッシュルームの販売代理店を引き受け，大阪のレ

ストランやホテルにもルートが開け，やっと事業

としての見通しがついた。その後，近くで缶詰工

業所を経営する竹中清治郎氏と協力して，マッシ

ュルームの缶詰の商品化が実現し，神戸の貿易商

を通じて，アメリカ，イギリス，フランスなどへ

”′”””′■マフソ′〝〝′〟′〟′〟′〟〟仙

11‘15

西　洋　ま　っ　た　け

（て　′　シ、ベ　ー　ム）

の　栽　培　法

森　本　　環・湖　山　棒．ユj

食用千人工数培研究所

森　　本　　養　　育　　圃

震♯日野伏1日区　峡山町

し‘†1∴　力1278　畏
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本物③　西洋まったけ栽培法

コピー（軒　ホ　ダ　末　栽　培

輸出することが出来るようになった。日本に帰国

する船中で考えていた，外国へ自分が作ったマッ

シュルームを輸出するという願いが，見事に帰国

三年後に実現したのである。

彦三郎氏のマッシュルーム栽培事業の成功を聞

き，農村の不況対策にと，問い合せが多く入るよ

うになった。外国で17年間の血のにじむような努

力を垂れ　苦労の末に会得した栽培法を，惜しげ

もなく，しかも希望者に，分かり易く説明し，自

分が体験した実習制度を作り，また，委託販売制

茸）

弼府人工栽培法

野名　和三　年澄　明

発明着　森　本　彦　三　郎

本物宜・オカクズ人工栽培法
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度も採用して，彼等の期待に応えた。一方では，

栽培体験の中で考えついた秘訣を，『わかりやす

い西洋松茸の年中栽培法』や，『一回栽培坪当た

り八貫西洋マツタケ多収穫秘訣九ヶ条』等のパン

フレットにして，各地の農家の要望に答えた。

こうして，彦三郎氏は，日本でマッシュルーム

栽培を事業として成功させたのであった。その後

も，人工栽培に関する啓蒙書として，1926年（大

正15年）12月，『改訂西洋松茸の年中栽培法』，続

いて，『食用葺培養法』を発刊した。この二冊の

本は，多くのきのこ栽培家の参考書として大変重

宝がられ，その後も，昭和17年頃にいたるまで，

版を重ね，使われたのである。

、ご「‥二二．．
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その後も苦労は続くが，マッシュルームの国内

販売量と共に，缶詰の輸出も伸び続け，需要に応

じられない程になり，販売代理店を引き受けてい

た板谷義三氏と共に，1926年（大正15年）日本シ

ャンピニオン株式会社を設立した。しかし不幸に

も，二年後に倒産して多額の借金を負い，会社の

残務整理に追われた。そんな日々にあっても，山

積みされたきのこの研究は，休むことなく続けら

れたのだった。

京都の篠村（現在の亀岡市篠）では，篠村のナ

メタケという商品名で，古くからェノキタケをカ

キ（柿）の木を使い原木栽培していた。露地栽培

と呼ばれる方法で，彦三郎氏が，フランスで見た，

∫　　■＼．　　　　　　　　　　　　l・■　■・

■　　　・一・　　　・・
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山中に穴を掘ってマッシュルームを栽培したのと

同じ合理的な方法であった。しかし，原木を必要

とするホダ木栽培は，すでに自生の柿の木は使い

果し，後は国有林に頼るしかない状況に追い込ま

れていた。困った京都営林署の松下署長は，何か

良い解決法がないかと彦三郎氏に相談したのであ

った。彼は，木を切らず山を荒らさずにエノキタ

ケ栽培が出来る方法を考え，生活の苦しい農村の

大切な副業が，続けられるようにと研究した。

まず，苦心を重ね，種菌の製法の実験を繰り返

し，柿の木のホダ木に代わるものを求めた。落ち

葉・わら・米ぬか・土・馬ふん・石灰・かんなく

ず・おがくず等々を使って実験し，米のとぎ汁を

混ぜる方法を考え出した。当時は，シャンピニオ

ン会社が経営不振で，多忙を極めていた頃でもあ

ったが，研究心を燃やし続け，とうとうェノキタ

ケの鋸屑（おがくず）栽培に成功したのである。

それは，篠村のエノキタケを栽培する農家が，ホ

ダ木を心配しなくてもよくなった事でもあり，柿

の木に限らず，廃物のおがくずを使って，季節を

問わず収穫が見込めるという，画期的な発明であ

本物⑤　フク　ロ　タケの栽培

った。

この，きのこのおがくず人工栽培法の発明は，

昭和3年5月30日付の大阪朝日新聞紙上で報道さ

れ，同年10月には，婦人雑誌『主婦の友』にも，

その栽培法を誰れにでも出来るようにと詳しく発

表している。

その後は，シイタケ・ナメコ・マイタケ・ヒラ

タケ・マンネンタケ・フクロタケと次々に，人工

栽培法を研究し続け，多くの発明を残している。

特に，フクロタケの研究は，昭和36年には，『フ

クロタケの人工栽培』のパンフレットを作り，研

究データーを学会にも報告している。また，マツ

タケやオニフスベの研究も，熱心に続けていた記

録が残っている。彦三郎氏は，その後も研究を続

け，貧困に苦しむ農山村の有望な副業として，少

しでも多くの人に，マッシュルーム栽培が出来る

ように，森本栽培園に研究生と実習生の制度を作

り，寄宿舎を建てた。このようにして，昭和10年

までに70名を超える実習生が，貴重な技術を習得

した。それがやがて，日本きのこ栽培の産業とし

て，今日の発展へと導いたのである。また，栽培

家としての情熱は，日本国内にとどまらず，海外

で苦労を続けているハワイの日系人にも，きのこ

栽培の指導に出かけ，次いで，アメリカに渡り，
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企業秘密になっていたマッシュルーム栽培の公開

指導をし，おがくず瓶栽培も講習したので，アメ

リカでも好評であった。このような功績が認めら

れ，1930年（昭和5年）11月5日，京都市農会長

より感謝状が授与されている。

第二次世界大戦中の1944年（昭和19年），国内

での食糧不足の時，森本栽培園のマッシュルーム

は貴重であり，京都駅前の丸物百貨店（現在の近

鉄百貨店京都店）にリヤカーで運び込んだ，およ

そ100kgもある採れたての生のマッシュルーム

が，午前中に売り切れてしまう程であった。その

売れ行きは，終戦後の焼けあとに出来たヤミ市で

も続いた。しかし，マッシュルームの培養土に欠

かせない，馬ふんが手に入らなくなり，代用品の

わらも，エノキタケの人工栽培に必要なおがくず

も，米ぬかや米のとぎ汁までもが，手に入る世の

中でなくなり，やりたくてもきのこ人工栽培は出

来ない時代であった。苦悩の日々の彦三郎氏の生

活も，しだいに苦しくなるのである。

そんな日々が続いた1949年（昭和24年10月），

以前に輸出していたマッシュルームの缶詰が，森

本栽培園を助ける事になる。当時，日本を占領し

ていた進駐軍が以前アメリカ本国で販売された森

本栽培園のマッシュルームの缶詰のレッテルを見

て，東京の青果卸商，紀ノ国屋を通じて進駐軍の

注文が，突然舞い込んで来たのである。また，栽

培費用として，紀ノ国屋より，前金として十万円

が支払われた。当時としては，大変な価値があり，

設備の修理も，材料の購入も出来て，「天の助け．／」

と喜こんだのであった。

しかし，そんな吉報も一瞬の出来ごとが，悲報

に変えてしまうのである。それは，彦三郎が，第

二栽培舎の最上段の通路から，落下してしまった

のである。傷んでいた通路の板が，彦三郎の足元

から折れてしまったのだった。妻の英代さん，長

男肇氏の切なる願いも空しく，1949年（昭和24年）

12月16日，彼は不帰の客となった。森本彦三郎氏，

当年63歳であった。

きのこ一筋に生きた森本彦三郎氏を，『キノコ

栽培の先覚者』としての偉大な業績を，心からた

たえ，また，感謝する人々が今日においてもなお

多いのである。

関西菌類談話会 ��涛iD�7��ﾘ檍���c3C(��~�檍�ｩ_�ﾙ��

1996年度の関西菌類談話会総会が，杉山信夫氏の司会

で，以下のとうり開催され，案件はすべて承認された・

日　時1997年2月1日14：30～15：30

場　所　京都府立大学視聴覚教室

審議に先立ち，開会の辞（杉山信夫氏）と開会の挨拶

（横山和正会長）があり，議長に横山会長，書記に小林

久泰氏が選ばれた．

議事案

A：報告事項

（1）談話会に関する報告（総務幹事‥下野義人）

総会資料に基づき，会員数，震災による会費免除者数，

その他談話会に関する事項が報告され，了承された・

ただし，実際の会員数は資料の517名より少なく，510

名ほどと思われるが，正確には把握がきていないことも

追加された．また，CD－ROM作成のため，マツタケの

写真を借用したいとの依頼が来ているので，各自対応し

てほしいとの説明があった，

（2）1996年度の事業報告

シンポジウム，菌類採集観察会，会報発行等に関する

事業が，それぞれの担当者より報告され，すべて承認さ

れた．

①集会関係（庶務幹事：九本龍二）

資料に基づき，説明され承認された．

資料のうちの第343回の総会・講演会は，（談話会会

報にすでに報告していて），重複するが，1996年度の

事業なので，報告された，

②きのこ展（きのこ展実行委員長：吉見昭一）

多くの会員の協力で，成功裏に終わったことが報告

された．

詳細は以下のとうり．

京都府立植物園，京都園芸倶楽部，談話会との実行

委員会を2回開き要項を決めたが，なかなか大変であ

った．チラシの配布が遅れたことをお詫びしたい．談

話会会員64名（のベ163名）に手伝っていただいた．

人工栽培，毒きのこ，野生きのこ，きのこグッズ，さ

わるコーナー，相談の6つのコーナーを作った．ツキ

ヨタケの発光の展示は大変好評であった．展示品は野

生きのこ221種，きのこグッズ116点，きのこ染め72点，

－13－



パネル82枚であった．入場者数は3，953名．横山会長

の講演は座席票を配るほどであった．

アンケートの集計結果を，以下のように紹介され

た：きのこ展をまた開催してほしい，という希望が多

かった．要望としてほ，食毒きのこの区別の仕方，試

食会，人工栽培の仕方を教えてほしい，きのこ染めの

実演，世界のきのこを見せてはしいなど．出来るもの

は要望に応じたいが，大きな課題もある．

（∋会報編集

佐々木久雄編集委員長欠席のため，横山会長がかわ

って，昨年暮れに合併号を発行したことが報告された．

（3）1996年度会計報告（会計幹事：北岸阿佐子氏）

総会資料に基づき，決算報告が説明され，会計監査報

告の後，決算報告は承認された．

なお，96年度から事務局が3人体制になり，また，き

のこ展開催のため，事務費が当初の予算をオーバーした

こと，などの補足説明があった．

関西菌類談話会1996年度決算報告

［収入の部］　　　　　　　　　（単位：円）

予　算　　決　算　　増　減

繰越金　　　　　　687，980

会費収入　　　1，000，000

会場収入　　　　　40，000

雑収入　　　　　　　20，000

687，980　　　　　　0

1，316，500　　316，500

16，796　　－23，204

7，330　　－12，670

収入合計　　1，747，980　2，028，606　　280，626

［支出の部］

通信費　　　　　　500，000

事務費（一般）　　80，000

事務費（人件費）　40，000

会場費　　　　　　50，000

会議費　　　　　　50，000

印刷コピー代　　　40，000

謝礼　　　　　　　100，000

会報印刷費　　　　450，000

会報刊行諸経費　　50，000

振替手数料　　　　　2，000

調査費　　　　　　50，000

雑支出　　　　　　10，000

予備費　　　　　　　55，980

事業準備金　　　　200，000

名簿印刷費　　　　70，000

506，760　　－6，760

128，134　　－48，134

コピー購入

0　　　40，000

6，500　　　43，500

34，215　　15，785

42，750　　－2，750

8，772　　　91，228

267，800　　182，200

49，369　　　　　631

605　　　1，395

0　　　50，000

97年度へ

0　　10，000

44，290　　11，690

顕微鏡購入

200，000　　　　　　0

0　　　70，000

97年度へ

支出合計　　1，747，9801，289，195　458，785

繰越　　　　　　　　　　　　　　739，411

別途に事業準備金として，1，304，000円の定額貯金

会計幹事　北岸阿佐子

仙14

（4）1996年度会計監査報告（会計監査：西田富士夫氏）

関西菌類談話会1996年度会計監査報告

会計幹事より提出された現金出納帳簿，会費納入原簿，

諸経費支出に伴う領収書などの会計書類を，伊勢信子氏

と監査した結果，正しく処理されていることを認めたと

報告された．

B：審議事項

（1）会則の一部改正（横山会長）

総会資料に基づき説明され，承認された．

（2）1997年度の役員

横山会長より，新役員が紹介され，承認された

（任期は1997，1998年）．

会　　　長：横山和正

副　会　長：吉見昭一

総務幹事：下野義人，上田俊穂（新），天野典英（新）

会計幹事：北岸阿佐子，松井英幸

庶務幹事：九本龍二，岩瀬剛二（新）

運営幹事：鈴木雄一，佐々木久雄，杉山信夫，

衣田雅人（新），森本　肇，森本繁雄，

橋屋　誠，熊田俊夫，小林久泰，

藤田博美

編集委員会：佐々木久雄（編集委員長），岩瀬剛二，

佐野修治，鈴木雄一，橋屋　誠，

松本（旧姓：丸西）靖恵，

衣田雅人（新），熊田俊夫（新）

会計監査：伊勢信子，西田富士夫

顧　　　問：本郷次雄，土倉亮一，小原弘之

（3）1997年度事業計画（九本龍二庶務幹事）

総会資料に基づき，集会関係の行事予定が説明され，

以下の点を確認，修正して全て承認された．分類学講座

（顕微鏡の使い方）は中一上級編とする．また，分類学

講座，及びシンポジウムの世話人代表を岩瀬剛二氏に変

更する．

会報編集に関しては，佐々木久雄編集委員長欠席のた

め，横山会長より，今年3号発行したい，との佐々木氏

のメッセージが紹介され，承認された．

第344回例会　5月18日（日）分類学講座

（10：30～12：00）

場　所：生物環境研究所

内　容：きのこ分類学入門

【きのこの採集から標本作成まで一

講　師：吹春俊光氏（千葉県立中央博物館）

世話人：岩瀬剛二・衣田雅人・熊田俊夫

北岸阿佐子・九本龍二

第345回例会　6月14日（土）シンポジウム

（14：30～17：00）



場　所：生物環境研究所

テーマ：きのこ分類学の最前線

（各演者のタイトルは未定）

演　者：下野義人氏（大阪府立香里丘高校）

根田　仁氏（森林総合研究所九州支所）

前川二太郎氏

（日本きのこセンター菌華研究所）

世話人：岩瀬剛二・衣田雅人・熊田俊夫・九本龍二

下野義人

第346回例会　7月6日（日）菌類観察会

場　所：奈良県橿原市　橿原神官境内林

植　生：シイ・カシ林

世話人：荒井　滋・衣田雅人・小畠　靖

丸山健一郎

第347回例会　7月20日（日）菌類観察会

場　所：京都府宇治市大吉山（興聖寺境内林）

植　生：コジイを主とした森林

世話人：杉山信夫・橋屋　誠・佐野修治・吉見昭一

第348回例会菌類観察会（宿泊：3泊4日）

日　程：8月23日（土）～8月26日（火）

場　所：長野県諏訪郡原村八ヶ岳西南山麓

植　生：シラカバ林・カラマツ林・アカマツを交え

た落葉樹林・針葉樹林

世話人：佐々木久雄・横山和正・森本繁雄

橋屋　誠・衣田雅人・熊田俊夫

北岸阿佐子・松本靖恵・松井英幸

小林久泰・下野義人・上田俊穂

第349回例会　9月21日（目）菌類観察会

場　所：兵庫県宝塚市中山寺裏山（宝塚自然休養林）

植　生：シイ・カシ・アカマツ林

世話人：池田晴美・浜　裕夫・熊田俊夫

第350回例会10月17日（金）～19日（日）きのこ展

場　所：京都市左京区下鴨　京都府立植物園

実行委員長：吉見昭一

第351回例会10月19日（R）菌類観察会

場　所：京都市北区宝ケ池周辺

植　生：アカマツ・コナラ等の雑木林

世話人：佐野修治・小寺祐三・吉見昭一

第352回例会11月2日（日）菌頬観察会

場　所：滋賀県滋賀郡志賀町八星戸山麓地

（比良山麓地元の石田氏所有の山）

植　生：コナラ・アカマツ等の雑木林

世話人：井上圭子・横山和正・佐々木久雄

西田富上夫・鈴木雄一

第353回例会12月14日（日）スライド映写会

場　所：京都市左京区田中樋ノロ町　田中神社

時　間：10：30～16：00

世話人：吉見昭一・下野義人・相良直彦・丸西一枝

佐々木久雄・森本繁雄・橋星　誠

服部真由美・小林久泰・上田俊穂

第354回例会1998年2月7日（土）総会および講演会

場　所：京大会館

時　間：13：30～17：00

講演会の演題：未定

（4）1997年度会計予算（会計幹事：北岸阿佐子氏）

総会資料に基づき，予算案が説明され，承認された．

1997年度予算案

［収入の部］　　　　　　　　　（単位：円）

96年度予算97年度予算　　備　考

繰越金　　　　　　687，980　　739，411

会費収入　　　1，000，0001，000，000

会場収入　　　　　40，000　　20，000

雑収入　　　　　　　20，000　　10，000

収入合計　　1，747，9801，769，411

［支出の部］

通信費　　　　　　500，000　　600，000

事務費（一般）

事務費（人件費）

会場費

会議費

印刷コピー代

謝礼

会報印刷費

会報刊行諸経費

振替手数料

調査費

雑支出

予備費

事業準備金

名簿印刷費

特別事業費

80，000　　100，000

40，000　　　30，000

50，000　　　30，000

50，000　　　50，000

40，000　　　50，000

100，000　　　50，000

450，000　　450，000　　　3回分

50，000　　　50，000

2，000　　　2，000

50，000　　　50，000

10，000　　10，000

55，980　　　27，411

200，000　　100，000

70，000　　　70，000

100，000　きのこ展経

支出合計　　1，747，9801，769，411

別途に事業準備金として，1，404，nnn円の定額貯金

会計幹事　北岸阿佐子

（5）総会終了後，講演会が行われた，

＜演題と演者＞

ウロコケシボウズタケについて

吉見　昭一氏［京都市］

寄せられたナガエノスギタケ・アシナガヌメリ発生情報

のその後　　　　　　相良　直彦氏［京都大学大学院］

キノコ屋90年親子二代の歩み

森本　　肇氏［森本農園］
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関西菌葉頁談話会会報投稿案内
1．投稿は原則として本会会員に限ります。
2．原稿の採否，掲載の順序は編集委員会の決定
にお委せ下さい。

3．編集委員会は，著者の原稿中の字句，表，図，

写真などのスタイルの統一や変更を求めるこ
とがあります。文章の用法上，あるいは，文

法上の誤り，その他の修正は編集委員会にお
委せください。
4．原稿には表題，著者名，本文の他に必要なら

引用文献（あるいは参考文献）をあげてくだ
さい。

5．別紙に著者名，連絡先，住所，電話番号を書
いて添付して下さい。

6．著者校正は初校だけとし，2日以内に原稿正

本とともに速達郵便で返送してください。
7．掲載された原稿はお返ししませんが，図・写

真に限り著者校正のときにお返しします。
8．写真製版料実費は著者の負担とします。

9．原稿は会報編集長宛にお送りください。

～皆様の投稿をお待ちしております～

◇　かびやきのこに関する記事，図，本誌に関するご意

見などをお寄せください。

◇　図は黒インクで，少し大きめ（刷り上がりの約1．5

倍）にお書きください。（ボールペンは不可です）

◇　原稿の分量は400字づめ原稿用紙4～5枚程度とし

ますが，1枚でも半分でも結構です。

◇　写真の掲載を希望される方は，編集委員長におたず

ねください。

◇　原稿宛て先

〒520－2333滋賀県野洲郡野洲町栄37－3

関西菌類談話会会報編集委員長

佐々木久雄
TEL．077－587－5288

編集委員：岩瀬　剛二，鈴木　雄一，田中　千尋

橋屋　　誠，丸西　靖恵，森本　繁雄

佐野　修治，衣田　雅人，熊田　俊夫

（順不同）

表紙によせて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トガリアミガサタケ　Morchellaconikapwels

3月19日まだ北の風がつめたい晴れた昼休み、京都市東山区の長楽寺へ向った。途中、土手の上へあがってみると、堆積した

落ち葉の中からトガリアミガサタケが発生していた。辺りを見渡すと『出てる、出てる　春やな－』おもわず声を発してしまっ

た。当日の夜、のぞいた顕微鏡にはきれいな透明の靴下のような子葉のなかに8個の胞子が行儀よく1列に並んでいた。毎年の

ことながら、これを見ると今年のキノコ観察シーズンの幕開けという気持ちになる。楽しい一年の始まりなのです。

対物レンズ：40×　投影レンズ：PL5×　開口絞り：0．3　シャッタースピード：0．2秒　フィルター4　露出補正0

（小寺祐三）

謹告 

・山浦俊夫会員は、1996年11月26日にご逝去されました。 

・紺谷修治会員は、1997年12月5日にご逝去されました。 

つつしんでおくやみ申し上げます。 

編集後記

森本養菌園の取材記事を今号と次号に連載すべく、京都市伏見区の森本　肇さんのお宅にお伺いしてからずいぶんと日が経っ

てしまいました。快く私たちの取材にご協力いただいた森本さんと記事の記載を全面的に引き受けてくださった編集委員の佐野

修治さんにこの場を借りて感謝申し上げます。森本養菌園はすでに生産活動は停止されていますがかつてマッシュルームが盛ん

に作られていた頃のままの姿で保存されています。日本のきのこ栽培の歴史を辿るのには欠かせない文化遺産であるという感を

強く持ちました。ここに会員各位に森本養菌園をご紹介でき喜んでいます。

次号は速やかに発行すべく準備をしていますのでもう少しお待ちください。また、今号のボリュームの関係で掲載できなかっ

た原稿がありました。次号に掲載させていただきますのでお待ちいただきますようよろしくお願いいたします。最後に、会報の

発行が遅れたことをお詫びします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員長
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